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新年お目出とうございます。足立区が特別区になってから十一年目の門出です。私達の区を

私達の力でよりよい区にするために今年も一層はげみましよう。

昭
和
3
2年
の
メ
モ

元

旦
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

1
月
4
日
　
新
年
名
刺
交
換
会

1
5日
　
第
6
回
区
民
駅
伝
大
会

〃
　
　
成
人
の
つ
ど
い

1
9日
～
2
1日
　
ス
キ
ー
教
室
第
一
次

2
月
2
日
～
4
日
　

〃
　
　
　
　
　
第
二
次

2
月
中
　
第
2
回
奨
学
生
募
集

1
0日
　
　
5哩
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

2
5日
　
　商
品
包
装
紙
コ
ン
ク
ー
ル

3
月
中
　
生
活
改
善
講
習
会

1
2日
～
1
9日
　
第
1
回
区
議
会
定
例
会

2
7
日
・
2
8
日
　
足
立
区
遺
族
会
慰
安
激

励
大
会

4
月
5
日
～
1
5日
　
中
川
提
桜
ま
つ
り

2
4日
～
5
月
2
9日
　
第
1
6回
成
人
学
校

5
月
7
日
　
子
供
の
日
野
外
演
奏
会

6
月
1
4日
～
7
月
3
日

第
2
回
区
議
会
定
例
会

1
6日
　
足
立
区
史
蹟
め
ぐ
り

7
月
9
日
・
1
0日

江
東
三
区
農
産
物
共
進
会

1
6日
　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

8
月
3
日
・
4
日
　
区
民
納
涼
大
会

1
8日
～
1
1月
2
1日

第
1
0回
区
民
体
育
大
会

2
6日
～
3
1日
　
生
業
資
金
申
込
受
付

9
月
中
　

生
活
改
善
講
習
会

9
月
2
5日
～
1
0月
2
5日

第
1
7回
　
成
人
学
校

2
6日
～
1
0月
4
日

第
3
回
区
議
会
定
例
会

1
0月
9
日
～
1
3日
　
区
優
良
製
品
展
示
会

1
7日
～
1
8日
　
優
良
商
品
廉
価
即
売
会

1
0月
下
旬
～
1
1月
中
旬

第
7
回
足
立
区
文
化
祭

1
1月
3
日

特
別
区
制
、
六
三
制
実
施
、
1
0

周
年
記
念
式
典
と
徳
行
者
の
表

彰
式

2
5日
～
2
7日
　
第
4
回
区
議
会
臨
時
会

1
2月
1
日
～
6
日
　歳
末
助
け
合
い
運
動

1
1日
　
足
立
区
体
育
館
地
鎮
祭

1
9日
～
2
5日
　
第
5
回
区
議
会
定
例
会
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年
頭
の
辞

足
立
区
長
　
齋

藤

恒

助

昭
和
三
十
三
年
の
新
春
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
謹
ん
で
区
民
の
皆
様

に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

顧
り
み
ま
す
と
昭
和
三
十
二
年
は

ま
こ
と
に
記
憶
す
べ
き
多
彩
な
年

で
あ
り
ま
し
て
、
先
ず
外
に
は
驚

歓
す
べ
き
科
学
の
進
歩
に
よ
る
人

工
衛
星
の
打
ち
上
げ
と
い
う
人
類

史
上
未
曽
有
の
壮
挙
が
あ
り
、
宇

宙
時
代
近
き
を
思
わ
せ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

内
に
は
東
海
村
原
子
力
研
究
所
に

わ
が
国
最
初
の
第
二
の
火
が
点
火

さ
れ
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
原
子
力
時

代
へ
の
わ
が
参
加
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
の
出
発
に
あ
た
り

こ
れ
ら
人
類
叡
智
の
産
物
が
人
類

福
祉
へ
の
寄
与
多
大
な
ら
ん
こ
と

を
念
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
身
近
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、

わ
が
足
立
区
は
生
々
発
展
、
す
で

に
人
口
三
十
六
万
を
数
え
る
に
至

り
、
教
育
に
、
土
木
に
、
産
業
経

済
に
幾
多
発
展
の
あ
と
を
た
ど
り

得
ま
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
御

同
慶
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。即
ち
学
校
の
増
改
築
は
勿

論
、
道
路
、
橋
梁
の
改
修
、
な
か

で
も
西
新
井
橋
の
架
換
、
千
住
新

橋
の
拡
巾
、
綾
瀬
橋
の
架
設
等
大

工
事
も
着
々
進
捗
し
、
ま
た
工
業

生
産
額
の
増
加
、
商
店
街
の
振
興

等
、
目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
、
か

つ
ま
た
旧
ろ
う
区
民
各
位
待
望
の

体
育
館
の
建
設
も
地
鎮
祭
の
執
行

と
な
り
、
本
年
は
輝
や
か
し
い
建

設
の
響
に
明
け
暮
れ
遠
か
ら
ず
完

成
の
運
び
を
見
ま
す
こ
と
は
、
区

民
各
位
と
共
に
年
頭
の
喜
び
の
一

つ
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
こ
れ
ら
区
政
の
進
展
は
ひ

と
え
に
区
民
各
位
の
平
素
区
政
に

対
す
る
深
い
御
理
解
と
皆
様
の
御

努
力
の
結
果
で
あ
り
ま
し
て
、
私

は
衷
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と

共
に
深
甚
な
る
感
謝
を
捧
げ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
区
当
面
の
問
題
と

し
て
昭
和
三
十
三
年
に
お
い
て
な

す
べ
き
こ
と
は
、
発
展
途
上
の
本

区
と
い
た
し
ま
し
て
、
な
お
幾
多

の
懸
案
事
項
が
あ
り
ま
す
が
、
御

承
知
の
と
お
り
、
本
区
は
自
主
財

源
に
乏
し
く
、
都
の
財
政
調
整
交

付
金
に
多
く
依
存
す
る
財
政
状
態

に
置
か
れ
て
お
り
ま
す
。

私
共
は
こ
れ
等
悪
条
件
の
克
服
に

努
め
、
区
民
の
皆
様
の
意
の
あ
る

と
こ
ろ
を
充
分
体
し
、
明
る
く
住

み
よ
い
足
立
区
建
設
の
た
め
に
全

力
を
傾
け
た
い
念
願
で
あ
り
ま

す
、
ど
う
か
区
民
の
皆
様
旧
に
倍

す
る
御
支
援
と
御
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上

げ
ま

す
。

私
は
こ
こ
に
本
区
の
隆
盛
と
区
民

各
位
の
御
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
年
頭
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。昭

和
三
十
三
年
元
旦

新
年
の
御
挨
拶

足
立
区
議
会
議
長
　
清

水

宗

忠

昭
和
三
十
三
年
の
平
和
な
新
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
区
民
の
皆
様

に
心
か
ら
御
喜
び
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
平
素
区
政
に
対
す
る
御

協
力
に
対
し
深
甚
な
る
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。

去
る
十
二
月
の
定
例
会
に
お
き
ま

し
て
図
ら
ず
も
区
議
会
議
長
の
要

職
に
御
推
挙
を
受
け
ま
し
て
誠
に

感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

も
と
よ
り
不
肖
の
身
で
あ
り
ま
す

が
、
過
去
に
お
け
る
区
議
会
議
員

と
し
て
の
経
験
を
生
か
し
て
、
区

政
の
進
展
に
微
力
を
尽
く
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区
民
の
皆
様
の
御
支
援
と
御
鞭
達

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
地
方
自
治
法
の
制
定
に
よ
つ

て
誕
生
し
た
特
別
区
の
制
度
は
、

旧
来
の
行
政
区
か
ら
脱
皮
し
て
真

に
区
民
の
た
め
の
、
区
民
の
政
治

を
標
榜
し
て
全
く
苦
難
の
道
を
歩

み
続
け
て
参
り
ま
し
た
が
、
昨
年

は
区
政
史
上
記
念
す
べ
き
十
周
年

を
迎
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
な
が
ら
今
日
こ
の
特
別
区
の

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
都

政
調
査
会
を
中
心
と
し
て
、
巷
間

種
々
論
争
が
行
な
わ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
、
特
別
区
の
死
命
を
制
す
る

様
な
改
悪
が
意
図
さ
れ
つ
つ
あ
り

又
国
の
府
県
制
度
の
改
革
と
相
ま

つ
て
、
特
別
区
の
将
来
は
予
断
を

許
さ
ぬ
重
大
な
関
頭
に
立
つ
に
至

つ
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。

一
方
区
行
政
は
区
民
各
層
の
御
協

力
に
よ
つ
て
、
長
年
本
区
の
懸
案

事
業
で
あ
り
ま
す
体
育
館
が
着
工

せ
ら
れ
ま
し
て
、
堤
南
の
産
業
振

興
館
と
共
に
本
区
の
文
化
施
設
が

更
に
拡
充
強
化
さ
れ
、
又
区
内
交

通
の
要
衡
で
あ
る
西
新
井
橋
の
架

替
工
事
は
本
格
的
な
工
事
が
再
開

さ
れ
、
千
住
新
橋
の
拡
巾
工
事
は

年
度
内
完
工
を
目
指
し
て
進
捗
中

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
教
育
関
係

施
設
の
整
備
、
道
路
、
河
川
等
の

土
木
事
業
の
推
進
等
、
住
み
良
い

足
立
区
の
建
設
は
着
々
と
し
て
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

又
昨
年
は
世
界
の
脚
光
を
浴
び
た

人
工
衛
星
の
実
現
に
よ
つ
て
、
著

し
い
科
学
の
進
歩
の
跡
が
示
さ

れ
国
際
間
の
競
争
に
一
層
拍
車
を

か
け
る
結
果
と
な
り
、
異
常
な
反

響
を
呼
び
な
が
ら
新
し
い
昭
和
三

十
三
年
を
迎
え
た
次
第
で
あ
り
ま

し
て
、
本
年
は
誠
に
内
外
共
に
文

字
ど
お
り
多
忙
な
年
で
あ
ろ
う
か

と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
お
け
る

本
年
の
区
議
会
に
課
せ
ら
れ
た
使

命
は
極
め
て
重
大
な
も
の
が
あ
り

ま
す
こ
と
は
今
更
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
区
民
生
活
に
直
結
す

る
事
務
事
業
の
推
進
に
区
議
会
が

一
体
と
な
つ
て
区
政
進
展
に
積
極

的
に
寄
与
し
た
い
と
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

何
卒
本
年
も
区
民
各
位
に
お
か
れ

ま
し
て
は
区
議
会
に
対
し
一
層
の

御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
て
年
頭
の
御
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
元
旦

区議会 昭
和
三
十
二
年
の
区
政
を
回
顧
し
て

◆
伸
び
ゆ
く
足
立
区
、
明
る
い
希
望
に
明
け
た
昭
和
◆

◆

三
十

三

年
元

旦

に
、
よ

り
以

上

の
区

の
隆

盛

を
願

◆

◆

い

な

が
ら
こ

こ

に
昨

年

の
区

政

の
あ

ゆ

ん
で
き

た
◆

◆
あ

と
を

お
知

ら
せ

し
皆

さ

ん

の
ご
理
解

と
ご
協
力

◆

◆
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
…
…
…
◆

十
億
余
円
の
予
算
な
ど

七
十
七
案
件
を
審
議
可
決

区
民
の
意
思
決
定

の
た
め
の
代
表
者

で
あ
る
区
議
会
は

昨
年
中
は
定
例
会

四
回
、
臨
時
会
一
回
、
合
計
五
回

の
区
議
会
が
開
か
れ
、
又
議
会
運

営
の
合
理
化
と
能
率
化
を
図
る
目

的
で
設
け
ら
れ
た
常
任
委
員
会
は

四
十
四
回
、
議
会
の
議
決
で
付
議

さ
れ
た
特
殊
な
案
件
を
審
議
す
る

た
め
に
設
け
ら
れ
た
特
別
委
員
会

は
二
十
三
回
開
か
れ
、
審
議
可
決

さ
れ
た
案
件
は
七
十
七
件
に
達
し

ま
し
た
。

議
決
さ
れ
た
案
件
の
な
か
に
は
、

区
政
の
根
幹
と
な
る
十
億
三
千
九

十
五
万
余
円
に
達
す
る
予
算
、
本

木
東
小
学
校
と
蒲
原
中
学
校
の
新

設
、
小
学
校
の
増
改
築
、
原
水
爆

の
禁
止
決
議
、
新
監
査
委
員
、
教

育
委
員
会
委
員
の
選
任
の
同
意
、

新
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

足
立
区
体
育
館
新
築
工
事
の
請
負

契
約
の
議
決
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。

又
昨
年
中
区
議
会
で
受
理
し
た
請

願
、
陳
情
の
受
理
件
数
は
次
の
と

お
り
に
な
つ
て
い
ま
す
。
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産 業

中
小
企
業
の
育
成
に

経
営
、
金
融
な
ど
各
種
の
施
策

商
工
農
の
三
つ
の

分
野
を
も
つ
て
構

成
さ
れ
る
区
内
の

産
業
は
、
幸
い
過

去
の
経
済
界
の
変

動
に
も
か
ゝ
わ
ら

ず
全
体
と
し
て
隆
盛
を
た
ど
り
、

都
下
有
数
の
産
業
区
を
誇
つ
て
い

ま
す
。

し
か
し
中
小
企
業
が
大
部
分
を
占

め
る
本
区
は
、
中
小
企
業
共
通
の

悩
み
で
あ
る
経
営
、
金
融
の
問
題

に
対
し
、
行
政
も
中
小
企
業
金
融

対
策
を
焦
眉
の
問
題
と
し
て
注
視

し
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
か
ら
昨
年
は
夏
と
年
末

の
二
回
、
総
数
三
八
七
件
、
総
額

四
、
四
九
一
万
円
の
融
資
を
行
い

金
融
の
緩
和
を
図
り
ま
し
た
。

更
に
こ
れ
と
並
行
し
て
経
営
の
合

理
化
と
指
導
に
努
め
、
商
業
部
門

で
は
そ
の
繁
栄
の
た
め
に
、
今
ま

で
行
な
つ
て
き
た
諸
行
事
の
ほ
か

に
新
規
事
業
と
し
て
商
品
包
装
紙

コ
ン
ク
ー
ル
と
研
究
会
を
開
き
今

日
経
営
上
、
広
告
・
宣
伝
の
必
要

性
の
認
識
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

経
営
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
商
店

経
営
指
導
診
断
(
五
回
)
に
よ
つ

て
指
導
し
、
経
営
上
の
知
識
向
上

に
店
主
、
店
員
を
対
象
に
商
店
経

営
講
習
会
を
開
き
好
評
で
し
た
。

工
業
部
門
で
は
工
場
経
営
の
合
理

化
を
図
る
た
め
工
場
巡
回
指
導
(

七
回
)
を
行
な
い
二
十
三
工
場
の

技
術
指
導
に
あ
た
り
工
業
育
成
に

努
め
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
特
別
区
制
十
周
年
の
記

念
行
事
と
し
て
工
業
製
品
展
示
会

優
良
商
品
廉
価
即
売
会
を
催
し
何

れ
も
一
万
人
以
上
の
参
観
者
を
集

め
区
内
商
工
業
品
を
広
く
紹
介
宣

伝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

配
給
行
政
の
面
で
は
最
近
の
食
糧

事
情
の
好
転
か
ら
米
穀
の
需
給
量

も
増
大
し
て
い
ま
す
が
、
足
立
区

全
消
費
人
口
三
四
万
人
に
対
し
一

年
に
三
四
、
三
四
二
、
四
一
五
瓩
(

二
二
八
、
九
四
九
石
)
の
米
穀

の
配
給
割
当
を
行
な
つ
て
い
ま

す
。
こ
の
統
制
経
済
の
所
産
と
し

て
計
量
思
想
が
普
及
し
昨
年
実
施

し
た
計
量
器
事
前
調
査
に
よ
る
計

量
器
の
使
用
戸
数
は
四
、
〇
七
一

戸
で
計
量
器
の
数
は
二
二
、
二
〇

七
個
で
し
た
。

昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
は

計
量
単
位
は
全
て
メ
ー
ト
ル
法
に

統
一
さ
れ
計
量
の
単
純
化
を
促
進

す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
す
。

最
后
に
都
内
第
一
の
農
地
面
積
を

も
つ
農
業
部
門
で
は
江
東
三
区
連

合
農
産
物
品
評
会
を
行
な
う
な
ど

技
術
改
善
に
つ
と
め
て
ま
す
が
、

戦
后
の
日
本
農
業
の
変
り
方
は
著

し
く
技
術
の
進
歩
と
交
通
機
関
の

発
達
で
都
市
近
郊
の
農
業
の
優
位

性
は
低
下
し
、
そ
の
上
都
市
の
急

激
な
膨
脹
に
よ
つ
て
農
地
が
宅
地

に
転
換
さ
れ
た
り
し
て
農
業
経
営

は
著
し
く
不
安
定
に
な
り
ま
し

た
。

区
で
は
今
後
の
農
業
経
営
改
善
の

指
針
と
し
て
、
果
菜
、
洋
菜
、
及

び
花
卉
の
促
成
裁
培
の
モ
デ
ル
地

を
設
置
し
改
善
に
つ
と
め
て
い
ま

す
。

(
写
真
は
優
良
商
品
廉
価
即
売
会
)

土 木

進
捗
す
る
二
橋
の
工
事

排
水
路
、道
路
の
整
備
に
も
努
力

区
の
土
木
事
業
は

年
々
確
実
な
成
果

を
挙
げ
て
い
る
と

は
い
え
、
広
い
地

域
と
大
部
分
が
緑

地
々
域
で
あ
る
た

め
ま
だ
ま
だ
充
分

と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。

昨
年
起
工
さ
れ
た
西
新
井
橋
の
改

築
、
千
住
新
橋
の
拡
巾
、
牛
田
堀

幹
線
下
水
の
改
良
、
綾
瀬
新
橋
の

架
設
、
環
状
七
号
路
線
の
街
路
築

造
な
ど
は
今
年
も
引
き
続
い
て
行

な
わ
れ
る
ほ
か
、
新
春
早
々
本
木

排
水
路
改
修
、
旧
桜
堤
防
の
路
面

補
修
そ
の
他
道
路
改
修
、
公
園
整

備
工
事
が
着
手
さ
れ
る
と
同
時
に

昭
和
二
十
八
年
か
ら
毎
年
行
な
わ

れ
て
い
る
木
木
町
か
ら
西
新
井
町

に
至
る
暗
渠
工
事
も
引
き
続
い
て

行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
と
同
時
に
管
内
道

路
の
整
備
、
河
川
水
路
の
改
修
等

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
な
お
未
だ

多
く
の
懸
案
事
業
が
残
さ
れ
て
お

り
こ
れ
ら
の
実
施
に
努
力
が
注
が

れ
る
予
定
で
す
。

昨年のおもな
土 木 事 業

戸
籍

著
し
い
社
会
増

戸
籍
事
務
は
人
の
身
分
関
係
、
配

偶
者
や
子
供
の
関
係
な
ど
を
正
確

に
と
ら
え
、
身
分
上
、
財
産
上
の

権
利
義
務
は
戸
籍
に
よ
つ
て
立
証

さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
各
種
行
政
事
務
に
資
料

を
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
住

民
登
録
事
務
は
基
礎
的
な
事
務
と

し
て
重
要
な
も
の
で
す
。

当
区
に
お
け
る
各
種
届
出
の
状
況

は
次
の
と
お
り
で
自
然
増
と
呼
ば

れ
る
出
生
死
亡
の
差
増
、
社
会
増

と
呼
ば
れ
る
区
内
転
出
入
の
差
増

の
大
き
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

戸 籍 数 及 び 人 口
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建築
ま
だ
多
い
住
宅
困
窮
者

区
内
の
都
住
建
設
は
活
溌

区
の
建
築
行
政
は

建
築
の
確
認
、
認

可
、
許
可
等
の
指

導
、
都
営
住
宅
の

受
付
、
庁
舎
お
よ
び
学
校
な
ど
の

教
育
施
設
の
設
置
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
一
端
を
お
知
ら

せ
す
る
と

○
建
築
許
可
の
申
請
受
付
件
数

住
宅
　
　
　
　
　
　
一
、
六
九
七

公
共
用
建
物
　
　
　
　
　
　
五
八

店
舗
併
用
住
宅
　
　
　
　
五
四
〇

工
場
及
工
場
併
用
住
宅
　六
八
二

農
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
九

寺
院
等
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇

合
計
　
　
　
　
　
　
三
、
〇
〇
六

○
融
資
住
宅
の
受
付
件
数

一
般
個
人
住
宅
　

五
五
九

建
売
住
宅
　
　
　
　

一
四

増
改
築
住
宅
　
　

一
六
四

合

計
　
　
　
　
　

七
三
七

○
都
営
住
宅
申
込
と
建
設
状
況

都
営
住
宅
の
受
付
に
つ
い
て
は

入
居
希
望
者
か
ら
五
月
下
旬
住

宅
困
窮
状
況
の
申
告
を
受
付
け

困
窮
程
度
の
格
付
を
行
な
い
ま

し
た
が
、
当
区
は
都
全
体
か
ら

み
る
と
困
窮
程
度
の
高
い
A
B

が
平
均
よ
り
高
く
住
宅
事
情
の

逼
迫
が
は
つ
き
り
し
て
い
ま

す
。入
居
希
望
者
の
公
募
は
三

月
と
十
月
の
二
回
行
な
わ
れ
延

二
九
八
五
世
帯
の
申
込
者
が
あ

り
ま
し
た
。
一
方
こ
れ
に
対
す

る
都
営
住
宅
の
建
設
状
況
は
都

か
ら
の
委
任
に
よ
つ
て
昨
年
中

一
七
四
戸
、
延
一
、
四
七
九
坪

の
竣
工
が
終
り
、
更
に
本
年
三

月
末
頃
ま
で
に
は
一
八
七
戸
、

延
一
五
八
九
坪
の
完
成
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

民生
区
民
の
福
祉
増
進
に

新
生
活
運
動
な
ど
動
き
多
彩

区
民
の
福
祉
向
上

の
た
め
に
努
力
し

て
い
る
民
生
行
政

は
、
日
常
生
活
の

合
理
化
、
簡
素
化
を
唱
え
る
新
生

活
運
動
を
強
力
に
推
進
し
て
い
る

ほ
か
、
福
利
の
面
で
は
、
生
活
困

窮
者
、
軍
人
遺
家
族
、
留
守
家
族

の
援
護
、
生
業
資
金
の
貸
付
、
青

少
年
の
保
護
育
成
、
貯
蓄
の
奨
励

等
多
方
面
に
わ
た
つ
て
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
区
立
児
童
会
館
、
公
益

質
屋
(
二
ケ
所
)
簡
易
洗
濯
所
、

本
木
診
療
所
等
の
施
設
を
有
し
広

く
区
民
の
利
用
に
供
し
て
い
ま
す

新
生
活
運
動
推
進
の
た
め
昨
年
は

三
月
と
八
、
九
月
の
三
ケ
月
に
わ

た
り
区
内
各
所
で
洋
裁
、
和
裁
、

料
理
、
家
族
計
画
の
講
習
会
を
四

十
八
回
開
き
好
評
を
得
ま
し
た
。

又
生
業
資
金
の
貸
付
は
昨
年
で
四

回
目
に
達
し
一
〇
八
万
円
を
三
六

名
に
貸
付
け
て
こ
の
資
金
に
よ
り

生
活
困
窮
を
救
済
す
る
た
め
の
大

き
な
原
動
力
と
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
昨
年
の
四
回
ま
で
に

合
計
五
四
九
万
円
一
八
三
名
に
貸

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

又
昨
夏
七
月
二
十
四
日
に
は
区
内

小
、中
学
校
の
特
殊
学
級
の
生
徒

が
と
か
く
家
庭
に
と
り
残
さ
れ
勝

ち
に
な
る
の
を
慰
め
補
導
す
る
た

め
一
二
一
名
を
バ
ス
二
台
に
乗
せ

金
沢
八
景
で
海
水
浴
を
し
ま
し

た
。昨
年
末
皆
さ
ん
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
才
末
助
け
合
い

運
動
は
一
○
四
万
六
千
七
百
二
十

円
の
暖
い
義
損
金
を
い
た
だ
き
生

活
困
窮
世
帯
、
留
守
家
族
世
帯
な

ど
五
五
八
七
世
帯
に
養
老
院
等
の

施
設
収
容
者
な
ど
一
四
三
人
の
人

々
に
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
様
の
御
協
力
ほ
ん
と
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

( 写真 は特殊学級生徒の夏期臨海補導)

産
業
振
興
館

開
館
以
来
三
度
目
の
新
年
を
迎
え

た
産
業
振
興
館
は
、
施
設
の
充
実

と
共
に
利
用
者
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
り
各
種
の
集
会
、
展
示
会
に

利
用
さ
れ
、
な
か
で
も
一
昨
年
秋

開
設
さ
れ
た
結
婚
式
場
は
挙
式
の

簡
素
さ
と
厳
し
ゆ
く
な
こ
と
が
区

民
か
ら
喜
ば
れ
シ
ー
ズ
ン
と
も
な

る
と
三
ケ
月
も
先
か
ら
予
約
満
員

と
な
る
盛
況
で
す
。

又
六
〇
〇
人
の
収
容
力
を
誇
る
公

会
堂
は
講
演
会
、
公
開
録
音
な
ど

が
催
さ
れ
、
教
養
、
娯
楽
の
面
に

大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

又
約
百
万
円
の
予
算
で
二
階
ホ
ー

ル
の
防
音
改
装
と
暖
房
増
設
工
事

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
す
ま
す

便
利
な
区
民
の
振
興
館
と
し
て
の

利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

昨
年
十
一
月
末
ま
で
の
利
用
状
況

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
方
区
民
の
悩
み
に
つ
い
て
お
答

え
し
て
い
る
無
料
区
民
相
談
は
相

談
に
訪
れ
る
人
が
着
実
に
増
加
し

て
お
り
、
十
一
月
末
現
在
総
件
数

一
、
一
二
五
件
に
達
し
て
い
ま
す

相
談
内
容
は
例
年
と
変
ら
ず
、
時

代
相
を
反
映
し
た
、
借
地
・
借
家

・
税
務
・
金
融
に
つ
い
て
の
相
談

が
そ
れ
ぞ
れ
借
地
、
借
家
三
二
九

件
、
税
務
一
三
七
件
、
金
融
一
三

三
件
と
こ
の
三
件
で
ほ
ゞ
相
談
の

半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

教 育
画
期
的
な
P
T
A
費
の
負
担
軽
減

他
に
学
寮
建
設
の
計
画
も

区
行
政
の
う
ち
土

木
行
政
と
並
ん
で

重
点
が
お
か
れ
て

い
る
教
育
行
政
は

昨
年
中
の
特
徴
と
し
て
は
理
科
教

育
の
振
興
整
備
の
た
め
小
学
校
に

は
一
校
あ
た
り
五
万
円
、
中
学
校

に
は
十
五
万
円
を
割
当
て
て
理
科

教
材
の
充
実
を
は
か
り
、
一
方
P
T
A

の
負
担
軽
減
の
た
め
予
算
二

千
八
百
万
円
を
計
上
し
て
校
費
に

あ
て
る
措
置
の
ほ
か
、
始
め
て
丈

夫
で
美
し
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

校
舎
が
着
工
さ
れ
る
な
ど
教
育
振

興
に
成
果
を
挙
げ
ま
し
た
。

又
昨
年
末
の
区
議
会
で
予
算
案
が

議
決
に
な
つ
た
学
寮
建
設
計
画
は

建
築
費
一
六
〇
万
円
で
寮
を
作
り

家
が
狭
か
つ
た
り
、
親
の
保
護
が

行
き
届
か
な
い
小
、
中
学
生
を
収

容
し
て
学
業
に
は
げ
ま
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
二
十
三
区
初
の
試
み

と
し
て
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
校
舎
建
設
は
着
々
と
し
て
進

み
昭
和
三
十
二
年
度
中
に
完
成
又

は
着
工
さ
れ
る
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

○
小
学
校

増
築
五
四
教
室
(
内
鉄
筋
一
)

改
築
三
五
教
室
(
内
鉄
筋
二
〇
)

○
中
学
校

増
築
十
六
教
室
(
内
鉄
筋
一
〇
)

改
築
六
(
全
部
鉄
筋
)

○
小
、
中
学
校
の
現
況

小
学
校
　
三
八
校
二
分
校

九
〇
七
学
級
(
他
に
特
殊
、

六
学
級
)

児
童
　
四
八
、
○
四
六
人

中
学
校
　
一
八
校

三
六
二
学
級
(
他
に
特
殊
、

六
学
級
)

生
徒
　
一
九
、
九
八
三
人

区
立
関
屋
幼
稚
園
　
三
学
級

園
児
　
一
○
六
人

次
に
社
会
教
育
活
動
は
社
会
人
と

し
て
の
教
養
向
上
に
開
か
れ
た
成

人
学
校
は
四
、
五
月
と
九
、
十
月

の
二
回
に
わ
た
り
デ
ツ
サ
ン
な
ど

数
種
目
に
わ
た
つ
て
四
六
〇
名
の

受
講
者
が
あ
り
ま
し
た
又
児
童
生

徒
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
と
し
て

行
な
つ
た
日
曜
、
休
日
の
早
朝
映

画
会
は
学
校
や
映
画
館
主
の
協
力

に
よ
り
予
期
以
上
の
好
成
績
を
お

さ
め
持
続
し
て
開
催
す
る
予
定
が

流
感
の
た
め
一
時
中
止
の
や
む
な

き
に
至
つ
て
い
ま
す
。

又
婦
人
の
教
養
向
上
の
た
め
に
行

な
わ
れ
て
い
る
婦
人
学
級
は
回
を

重
ね
る
こ
と
四
回
に
お
よ
ん
で
、

区
内
婦
人
の
多
数
か
ら
喜
ば
れ
、

現
在
で
は
自
主
的
に
運
営
さ
れ
る

子
学
級
、
孫
学
級
と
な
つ
て
区
内

各
所
で
盛
ん
に
学
習
さ
れ
て
い
ま

す
。
区
民
体
育
の
面
で
は
ス
キ
ー

教
室
区
民
体
育
大
会
な
ど
多
々
開

催
さ
れ
ま
し
た
が
、
体
育
館
が
建

設
さ
れ
る
本
年
は
ま
す
ま
す
多
大

な
成
果
が
お
さ
め
ら
れ
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。


